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課題-名

試験研

究年次

１目的

９品質向上のための誤水稲の施肥技術

(2)菜種油粕の施用法と米の品質ｄ食味に対する影響
分類 ①

１～２年-（完了）

菜種油粕の施用が米の品質・食味に及ぼす影響を検討するとともにその施
用法を確立する ◎

Ⅱ 試験方法…

[試験Ｉ］菜種油粕の窒素肥効率と収量・品質・食味（枠試験）

１試験場所及び試験区の規模農総試内１，２コンクリート枠、３区制

２土壌条件中粗粒黄色土造成相旧福岡農試水田土３０ｃｍ客入
３供試品種ヒノヒカリ

４試験区の構成

油粕は粒状菜種油粕（５．０－２．０－１．０)を化成肥料に対する窒素肥効率が７０％

または１００％になるように施用。標準区は基肥に尿素硫加燐安４８号を、穂肥
に Ｎ Ｋ 化 成 ２ 号 を 施 用 。

５ 移植期６月２０日

６食味試験方法食糧庁の食味試験実施要領に準じて、農産研究所で実施、

パネル数約１５名の平均値で、基準との相対評価。

[試験Ⅱ］菜種油粕の施用法（圃場試験）

ｌ試験場所及び試験規模農産研究所第３水田、１区３５m２，２区制

２土壌条件中粗粒灰色低f 地 土 灰 色 系

３供試品種ヒノヒカリ

４試験区の:構成

注）油：基肥には圧搾菜種油粕（４．３－２．３－１．０）を施用、穂肥には粒状菜種

油粕（５．０－２．０－１．０）を化成肥料の５～６日前に施用。化：基肥には尿素硫
加燐安４８号、穂肥にはＮＫ化成２号を施用。移植日は６月１１日～１５日 。

Ⅲ主要成果の概要

●

菜種油粕の水稲への施用法と玄米の品質や食味に及ぼす影響を明らかにし
た 。

１適正施用法

(1)菜種油粕を基肥に施用する場合、油粕の化成肥料に対する窒：素肥率は

６０～７０％で、油:粕の施用量の上限値は基肥窒素施用量の１／２程度で~ある ◎

基肥窒素の非全量を油粕で施用すると、土壌が還元化し初期生育(ま劣る ◎

（２）菜種油粕を穂肥に施用する場合、油粕の窒素Ｈｇ効率は化成肥料と同等
である 。

２ 米 の 品 質 、 食 味 へ の 影響

米の検査等級及び食味については、油粕施用と化成肥料施用との差はない。

－３２－



－３３－

Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表菜種油粕の施用法、窒素服効室ﾉｰⅡ▽謡早雷含睦，巷唾，、

年
度

①窒素施用量②油粕

の窒素

基肥 穂 肥 １ 穂 肥 ２ 肥効率

最高分、ど当精玄検査食味玄米

げつ期総米重等級総合窒素
茎数籾数評価耀麿

元
年

Ｋ９／１０ａＫ９／１０ａＫ９／１０ａ％

化６．０化２．０化１．５

油６．０化２．０化１．５１００

油８．６化２．０化１．５７０

油８．６油２．９油２．１７０

本／ｍご×１００Ｋ９／１０ａ％

4９４２７６４８９１中基準１．２８

３８２２３７４５９１中＋０．２１１．２６

４１６２４０４８２１中１．３１

４ ３６２６８５４１１中－０．３８１３．

２
年

化 ６．０化２

化６．０ 油５

化６．０油３

化 ６．０油５

化６．０油２

化３＋油４．３油５

Ｏ化１．５

０ ７０

５＊ １００

０＊ ７０

０＊油１．５１００

０＊ ７０

４１７２６１５１６１中下基準１

４０４２６８４９１１中下－０．２３１

４２６２９４５３４１中下０．００１

４１４３１７５４９１中下斗０．０９１

４０８２７１５１９１中下－０．１８１

３９１３２５５４２１中下＋０．０５１

３３

３７

２０

３１

２３

２６

産ノｕﾉ'['：’Ｄ奴肥科》田：極:1大采種油福＊：穂肥１の油粕を化成肥料による
穂肥１施用日の８日前に施用。＊以外の穂肥油粕は化成肥料と同時期に施
用。穂肥２は各区共、穂肥１の１０日後に施用

②化成肥料に対する油粕の窒素肥効率（仮設）

計算法f：減肥した化成肥料の窒素量／施用した油粕の全窒素塁×１００
第２表菜種油粕の施用が水稲の生育、収量、品質、食味に及ぼす影響

午
度

元
年

２

年

注）

試験区

標準

穂肥・油粕

基肥・油粕

『読壁Ⅱ、

②＋３５③穂肥時有効精玄検査等級食味総
■

茎数の 葉色 穂数 米重 合評 価

本／ｍご 本／ｍ２Ｋ９／１０ａ

’４８５３．９３９８５６８１中～２上基準
4６９３．９３９５５６０１下＋０．１９
４ ８ ５ ４．２４２６５６９２卜一ｎＣＳ

②移植後３５日の茎数

③富士カラースケールを使用｡

Ｖ成果の取扱と留意点

１有機質肥料施用基準に採用 ◎

２菜種油粕の施用時期は化学肥料による１回目穂肥施用時の５～８
肥窒素の全鍾を１回で施｣用するの力<望ましい。また
れると玄米中の窒素,濃度が高く

日前に穂

、油粕の施用時期が遅

なる傾向がみられるので注意する。

Ⅵ今後の研究上の問題点

土壌中における有機質肥料の分躍渦濯の鯉日日一

ｖⅡ風十 十イョ

1～２年度福岡県農業総合 試 壁 鍔 作 物 蔀 全 爾 作 蓉 詮 奉 鍾 麺 壷 悉


